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圖
だ
け
で
は
初
誉
者
に
諒
解
の
出
豪
難
い
の
を
一
目
瞭
然
に
ら
し
め
だ
の

は
嬉
し
い
。
慾
を
言
は
や
太
陽
系
統
の
成
因
に
期
す
る
説
明
的
模
型
か
活

動
爲
眞
か
が
あ
っ
た
ら
ば
｝
層
よ
く
諒
解
せ
し
め
だ
こ
ε
で
あ
ら
う
ご
思

ふ
。
．
以
上
の
外
天
文
研
．
究
者
に
取
っ
て
山
面
に
な
つ
π
の
は
各
種
の
爲

翼
、
圖
表
、
機
械
、
模
型
で
あ
る
。
私
は
市
民
博
物
館
長
並
に
山
本
煙
害

士
が
御
頭
力
に
白
し
深
く
戚
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
山
　
　
水
　
野
　
千
　
里

　
天
文
展
覧
會
開
催
の
肚
界
的
レ
コ
ー
ド
は
｝
、
二
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
度
大
阪
で
開
智
さ
れ
π
の
は
本
邦
に
於
け
る
最
初
の
試
み
π
る
は
い

ふ
迄
も
な
い
が
、
こ
れ
を
観
て
如
何
に
も
獲
念
に
戚
じ
た
の
は
東
洋
方
面

に
於
け
る
天
文
憂
の
貧
弱
な
る
こ
ご
で
あ
る
。
殊
に
東
洋
に
覇
を
帯
す
る

世
界
強
國
の
｝
た
る
我
が
國
の
天
文
皇
は
實
に
算
す
ぼ
ら
し
い
で
は
な
い

か
。
出
品
さ
れ
た
る
世
界
に
於
け
る
天
文
憂
の
頒
布
を
見
る
に
欧
米
に
集

中
し
、
そ
の
他
に
は
黙
々
π
る
の
み
實
に
東
洋
方
面
に
乏
し
い
事
は
遺
憾

二
黒
で
あ
る
。
新
設
す
べ
き
天
文
蔓
の
位
置
ε
し
て
は
晴
天
多
き
満
鮮
地

方
可
な
り
、
故
一
戸
博
士
の
高
唱
さ
れ
し
新
高
山
上
可
な
り
、
新
占
領
地

南
洋
方
面
も
亦
大
に
可
な
り
。
さ
れ
ざ
も
内
地
に
今
一
つ
ぼ
是
非
設
置
，
さ

れ
度
い
の
で
あ
る
。
東
京
、
京
都
、
水
澤
等
に
小
規
模
の
も
の
な
が
ら
あ

る
の
だ
か
ら
中
國
、
四
國
、
九
州
地
方
に
ム
ユ
ケ
所
設
け
度
い
こ
ご
を
切

に
戚
じ
π
の
で
あ
る
。
天
交
直
好
會
本
部
の
モ
ッ
ト
ー
た
る
「
岡
山
天
文

己
れ
に
よ
れ
ば
我
が
太
陽
系
は
毎
秒
時
五
里
の
大
速
力
奄
以
っ

て
、
天
の
一
方
に
飛
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
其
の
方
角
ば
即
ち

天
球
上
の
へ
〃
グ
レ
ス
星
座
の
方
角
で
あ
る
、
趨
れ
に
吾
が
総

模
型
で
ば
上
方
に
向
つ
六
圃
つ
の
矢
な
置
い
て
其
の
方
向
な
示

し
て
あ
る
。

　
太
陽
系
の
模
型
の
前
に
立
っ
て
、
更
に
今
一
つ
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
ぜ
」
は
、
此
の
太
陽
系
の
大
き
さ
ピ
全
字
宙
の
掻

が
り
の
關
係
で
あ
る
。
全
芋
宙
の
こ
ミ
な
一
足
飛
び
に
考
へ
る

の
ば
、
鹸
り
離
れ
過
ぎ
る
か
ら
，
先
づ
近
い
ミ
こ
る
か
ら
行
く

芝
し
て
，
今
こ
、
に
吾
々
が
作
つ
六
太
陽
系
ば
海
王
星
軌
道
が

直
径
ご
十
尺
で
あ
ろ
が
．
三
際
の
太
陽
系
で
ば
、
此
の
海
王
星

軌
道
の
直
縄
な
光
線
が
走
る
の
に
八
時
間
か
隠
る
。
し
か
る
に

此
の
同
じ
光
線
が
太
陽
が
ら
最
近
の
恒
星
ア
レ
フ
ア
●
セ
ン
タ

グ
リ
の
星
ま
で
に
四
年
牛
ん
．
費
す
の
で
あ
る
が
、
四
年
牛
に
時

間
に
換
算
す
る
と
大
略
八
時
間
の
五
千
倍
定
な
っ
て
來
る
か
ら

此
の
総
模
型
ε
同
じ
比
例
で
ア
〃
フ
ア
●
セ
ン
タ
ゥ
リ
存
置
か

う
ピ
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
奈
艮
か
紳
戸
の
距
離
に
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
叉
、
シ
リ
ウ
ス
星
に
そ
れ
の
約
二
倍
で
、
和

歌
山
市
の
距
離
に
相
面
す
ろ
○
こ
れ
よ
り
蓮
ガ
の
恒
星
は
数
限

り
も
な
い
。
途
に
天
の
河
中
に
散
在
し
て
み
る
徴
星
に
な
る
ピ

帳
壁
が
幾
千
光
年
ざ
い
ふ
の
だ
か
ら
　
我
が
模
型
も
其
の
瘍
合

に
1
1
延
び
て
く
、
地
球
上
で
匿
足
り
な
く
な
り
。
月
め
ぬ
り

ま
で
達
す
う
に
至
る
の
で
あ
ろ
。

　
最
後
に
、
太
陽
系
に
驕
す
る
諸
種
の
天
艦
の
大
き
さ
を
言
ば

う
。
最
も
大
き
い
の
は
言
ふ
裳
で
も
な
く
篭
太
陽
で
あ
る
が
、

此
の
太
陽
の
直
裡
が
、
太
陽
ビ
窺
球
書
の
距
離
の
百
分
の
一
あ

ろ
。
だ
か
ら
、
吾
か
総
模
型
の
比
例
に
直
す
電
．
太
陽
に
直
径

六
厘
六
朝
の
球
ピ
な
る
。
男
星
の
中
で
ば
最
大
な
も
の
ば
米
星

で
、
回
れ
が
略
セ
太
陽
の
十
分
の
【
、
以
下
皆
之
れ
の
更
に
何

分
の
一
道
い
ふ
小
さ
電
も
の
で
あ
る
。
以
つ
イ
天
盤
の
大
き
さ
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壷
の
計
書
」
如
何
に
も
現
世
に
相
慮
ぜ
る
企
圖
で
あ
る
。
岡
山
の
氣
象
上

研
．
究
上
に
有
利
な
る
は
最
早
喋
々
す
る
に
及
ば
す
、
既
に
設
け
ら
．
れ
だ
る

天
文
毫
ご
位
置
の
關
係
に
於
て
も
有
利
の
地
位
に
あ
る
か
ら
、
太
陽
熱
研
r

究
を
以
て
特
色
ε
せ
る
最
新
式
天
文
毫
の
設
揖
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
絶
叫
し

て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
政
府
に
一
任
し
て
置
い
て
は
何
時
實
現
さ
る

・
や
も
計
り
難
く
、
さ
り
ご
．
て
．
岡
山
方
面
に
は
大
富
再
三
ん
こ
な
く
、
本

邦
中
貴
紳
豪
商
の
集
中
せ
る
京
阪
神
に
百
萬
圓
を
喜
捨
さ
る
、
義
挾
の
人

は
な
き
か
、
世
界
文
化
運
動
の
黒
め
な
れ
ば
何
卒
そ
の
人
あ
っ
て
】
日
も

早
く
實
現
さ
れ
ん
様
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
．
天
文
展
覧
會
開

催
に
黙
り
所
戚
の
一
端
を
述
べ
天
文
學
の
普
及
を
熟
騙
し
、
將
來
斯
道
研

究
者
の
績
出
せ
ん
こ
ご
を
馨
る
の
で
あ
る
。
（
一
九
二
｝
、
四
、
二
五
）

　
　
　
　
本
邦
天
文
名
所

耐
戸
諏
訪
山
「
金
星
蔓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
七
四
年
（
期
治
七
年
）
十
二
月
九
日
、
遠
寄

　
観
測
脂
溶
り
て
、
金
星
纒
過
を
槻
測
す

長
崎
辮
天
山
「
金
星
憂
」
　
「
入
七
四
年
（
朋
治
七
年
）
十
二
月
九
日
、
佛
國

　
よ
リ
ジ
ヤ
ン
セ
ン
博
士
影
戯
り
て
、
金
星
経
過
を
観
測
す

北
海
道
北
見
枝
幸
　
　
一
八
入
七
年
（
明
治
二
十
年
）
八
月
十
九
日
、
米
國
よ

　
り
ト
ド
博
士
等
罵
り
て
日
食
皆
既
を
観
測
す

明
石
中
央
標
準
時
標
　
グ
リ
ン
ヰ
チ
東
経
百
三
十
五
度
の
通
過
す
る
所
、

　
本
邦
の
中
央
標
準
子
午
線
ご
す
（
グ
リ
ン
ヰ
チ
時
よ
り
九
時
間
早
し
）

蔓
灘
回
蹄
線
標
　
北
緯
二
十
三
度
二
十
七
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
回
転
線
の
通
過
す
る
所

　
地
球
上
に
て
熱
…
帯
ご
温
度
の
分
る
、
所
ど
す

糠
太
日
露
國
境
　
ポ
ー
ッ
マ
ウ
ス
條
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
る
國
境
、
北

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
、
日
露
爾
國
の
観
測
隊
之
れ
を
観
測
す

　
緯
五
十
度
、

鳥
島
日
食
紀
念
標
　
大
正
七
年
⊥
ハ
三
九
日
、
京
都
東
京
雨
天
文
書
よ
り
來

．
れ
る
観
測
隊
、
日
食
皆
既
を
観
測
す

が
宇
宙
の
振
が
り
に
曝
し
て
如
何
に
小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
が

わ
か
る
。

　
會
膓
の
西
南
、
太
陽
ビ
地
球
こ
の
間
に
、
鳥
島
H
蝕
の
圖
表

を
数
福
相
胸
げ
ワ
れ
O
時
P
μ
大
｝
止
七
年
山
窟
日
月
九
日
、
南
…
⊥
力
海
上
の
一

孤
島
六
る
鳥
島
に
皆
既
日
食
が
あ
っ
れ
。
近
來
悪
心
の
領
土
内

で
．
見
え
る
皆
臨
蝕
ピ
し
て
ば
珍
ら
し
い
こ
ε
な
の
で
、
京
都
大

學
で
も
東
京
大
學
で
も
以
前
か
ら
遽
征
の
準
備
劃
し
、
大
小
幾

多
の
爲
貫
装
置
な
荷
箱
に
つ
め
て
、
横
濱
港
な
出
帆
し
れ
の
に

其
の
年
の
六
月
五
日
で
あ
っ
れ
。
島
に
着
覧
た
の
1
1
七
日
早
朝

早
遽
上
陸
し
て
、
同
門
兵
庫
轡
の
西
邊
に
観
測
地
な
撰
定
し
、

野
鼠
兼
行
の
大
多
忙
で
準
備
襯
測
な
し
れ
。
ま
こ
ぜ
に
絶
海
の

弧
島
、
束
西
南
北
何
れ
を
見
て
も
㌻
水
の
外
、
何
も
見
え
な
い

大
洋
の
眞
只
中
の
浮
ぶ
が
如
き
此
の
小
島
に
、
皆
既
日
食
來
ろ

ピ
い
ふ
一
事
件
の
穴
め
に
、
突
然
の
近
代
圃
場
的
漉
入
者
に
驚

か
さ
れ
て
、
島
全
髄
ば
、
に
は
か
に
御
祭
リ
騒
ぎ
で
あ
っ
れ
。

島
の
人
蓮
は
、
吾
々
が
到
着
し
て
始
め
て
、
H
食
の
訪
れ
る
こ

電
を
知
つ
れ
ピ
い
ふ
仕
丁
，
善
蓮
の
立
合
な
ら
ば
、
一
定
地
に

三
百
年
待
っ
て
も
五
百
年
待
っ
て
も
．
出
會
ひ
そ
う
に
無
い
此

の
珍
現
象
に
、
彼
等
ば
思
ひ
が
け
無
い
此
の
島
の
生
活
中
に
訪

問
彪
受
け
お
の
で
あ
る
○

　
い
よ
一
＼
九
日
の
其
の
日
は
、
前
夜
か
ら
徹
夜
で
，
吾
々
は

観
測
な
し
績
け
六
、
さ
て
今
や
日
出
、
其
の
篠
間
も
な
く
蝕
が

始
ま
ろ
ε
い
ふ
段
取
リ
に
な
っ
て
、
隊
員
一
同
は
言
ひ
合
し
れ

や
う
に
緊
張
し
て
、
器
械
の
側
に
立
つ
索
ま
し
、
東
の
空
を
仰

い
だ
の
で
あ
る
が
、
淺
念
に
も
太
陽
面
は
始
終
薄
雲
に
掩
は
れ

勝
ち
で
、
再
々
秘
じ
れ
さ
ぜ
れ
。
そ
れ
で
も
部
分
蝕
の
窺
眞
に

数
十
赦
撮
ろ
こ
ぜ
が
出
島
れ
け
れ
ご
、
途
に
皆
餅
の
中
心
相
に

撮
影
が
不
可
龍
で
あ
っ
六
〇
i
此
の
時
の
寓
眞
1
1
癬
赦
も
、

展
覧
會
読
了
に
陳
列
し
て
あ
る
◎

　
現
代
の
天
丈
學
が
．
其
の
緻
密
精
細
な
る
事
實
な
何
に
よ
っ

て
得
れ
か
。
此
の
方
油
を
必
ず
れ
め
に
、
展
萱
會
膓
の
北
側
陳

列
肋
相
中
に
牌
μ
、
望
遽
櫨
凱
の
脚
買
物
開
や
標
本
模
型
秘
列
べ
穴
。
特
に

中
央
に
あ
る
四
国
の
赤
道
儀
ば
京
都
大
輔
の
出
品
で
あ
っ
て
、

乙
か
も
此
の
器
械
1
1
中
々
由
來
つ
奇
の
も
の
で
る
。
此
の
四
吋


